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１．課題設定

本書は、マイノリティの言語・文化の保持を目的とする教育活動の意

義と役割を再確認し、社会的変化に伴う教育の変貌を捉え、多文化・多

民族化社会における教育のあり方および課題を探求するものである。本

書においては、主として日本社会のマイノリティである華僑・華人が民

族言語・伝統文化の維持、ないし継承を目的に自ら行ってきた教育活動、

すなわち華僑・華人教育を中心に論じることとする。なお、マイノリティ

はさまざまな属性があるが、ここでは言語的・文化的マイノリティに限

定することをあらかじめ断っておく。

以上のような課題を設定した問題意識は次のとおりである。

日本社会において、1980 年代から滞在する外国人の数が伸び続ける

と同時に、その国籍（出身地）も多様化を呈してきている。法務省の最

新の統計 1 によれば、2010 年末の外国人登録者は 2,134,151 人で、そ

の国籍（出身地）は 195 ヶ所までにのぼっている。この数は 20 年前の

1990 年末の 1,075,317 人に比べると 98.5％の増加となっている。また、

日本総人口における外国人登録者の割合も年々増加し、2010 年は 1.67％

となっている。この急速的な多文化・多民族化に伴い、多様な言語 ･文

化背景を持つ人々への対応が日本社会にとって現実的な課題となってき

序章
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た。特に、教育分野においては、外国人を中心とする社会的マイノリティ

への援助活動が多く実施されるようになってきている。それは NPO・

NGO の日本語支援などのボランティア活動をはじめ、各地方自治体によ

る日本語教室の設置、また政府レベルにおいては、文部省（現文部科学

省、以下文科省）が 1991 年から「日本語指導が必要な外国人児童生徒

の受け入れ状況に関する調査」を行い、外国人児童生徒を受け入れる学

校に対し、教員用の資料や日本語指導教材を配布するなどの施策が行わ

れてきた。

これらの教育援助活動は外国人に対し日本の言語や文化を教え、彼ら

の日本社会への適応に多大な役割を果たしている。しかし、やり方によっ

ては外国人に対して一方的に日本社会への「同化」を強要するだけの危

険性を指摘することもできるだろう。在日外国人を含む多様な背景を持

つマイノリティの人々を適応指導の対象とみなすだけではなく、その所

持する言語・文化の固有価値を認め、彼らの権利に基づく教育的対応が

重要かつ緊急な課題として日本社会に呈してきている。それはたんなる

支援活動にとどまるのではなく、現行の学校教育・社会教育を含む教育

全般を多文化共生の視点から見直す必要がある。

そして、日本社会の多文化・多民族化は近年に出てきたのではない。

琉球やアイヌの人々をはじめ、古来中国から移住してきた人々、そして、

戦争で強制連行された韓国・朝鮮、中国の人々など、異なる言語・文化

を所持する複数の民族集団が以前から日本社会に居住してきたことは否

定できない。しかし、上記マイノリティの人々にとって、所持する言語

的・文化的特質、および民族的アイデンティティを日常生活にあらわす

ことは、日本社会の単一的な民族観や文化観からは受け入れられること

はなかった。換言すれば、日本社会は「異質排除」を社会の共通認識と

し、言語的・文化的マイノリティの人々に「日本人」と同様な生活を強

要してきたとも考えられるだろう。

無論、このような社会背景下の教育も同様である。「総じてわが国に
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